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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

熊
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
の
活
動
に
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い

た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
は
、
ク
マ
の
出
没
が
全
国
的
に
大
い
に
話
題
と
な
り
ま

し
た
。
山
に
実
る
ド
ン
グ
リ
、
特
に
ブ
ナ
の
実
が
大
凶
作
と
な

り
、
そ
れ
を
主
食
と
し
て
い
る
ク
マ
に
と
っ
て
も
、
人
に
と
っ

て
も
不
幸
な
出
来
事
が
多
く
起
こ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

ま
た
、
猛
暑
だ
っ
た
夏
に
は
、
皆
さ
ん
も
水
分
を
摂
る
こ
と

に
心
掛
け
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
私
た
ち
人
間
は
、
一
日
に
お
よ

そ
2
・
5
リ
ッ
ト
ル
を
汗
や
尿
な
ど
で
排
出
し
、
そ
れ
を
補
う

た
め
に
口
か
ら
水
分
を
補
給
し
ま
す
。

し
か
し
、
人
間
が
生
き
て
い
く
た
め
身
体
の
中
で
は
、
大
人

で
一
日
1
8
0
リ
ッ
ト
ル
も
の
水
分
（
ド
ラ
ム
缶
一
本
分
）
が

必
要
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

で
は
、
私
た
ち
の
周
り
に
あ
る
樹
木
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
？

樹
木
一
本
一
日
1
9
0
リ
ッ
ト
ル
の
水
を
地
中
か
ら
吸
い
上
げ
、

空
中
に
発
散
し
て
い
ま
す
。
不
思
議
な
こ
と
に
、
人
間
一
人
と

樹
木
一
本
が
、
ほ
ぼ
同
じ
位
の
水
分
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
私
た
ち
の
住
ん
で
い
る
熊
に
は
、
水
が
流
れ
、

多
く
の
樹
木
が
育
っ
て
い
ま
す
。
毎
日
使
っ
て
い
る
水
に
つ
い

て
考
え
て
み
ま
し
た
。

令
和
八
年
が
、
安
心
安
全
で
楽
し
い
日
々
に
な
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

浜松市統計 検索 詳しい内容は
インターネットで

世帯数と人口＜令和７年１２月１日現在＞

熊地区 １９４世帯 ４１４人

＊熊の前月比 ＋１世帯 ＋１人

天竜区 １１，７３８世帯 ２４，３５０人

浜松市 ３６０，４１６世帯 ７７８，８８３人

中山間地域の愛称を投票してね！

凍結防止剤あります！
熊ふれあいセンターの玄関前に「凍結防止剤」を用意してあります。

※必要な方は、ご自由にお持ちください。 ＜天竜土木整備事務所＞

この度、浜松市の中山間地域について、地域のイメージに合い、親しみやすさにつながる「愛称」を定めることとしました。

愛称の候補については、令和7年5月15日から7月31日にかけて募集し、市内外から６９５点もの応募がありました！

愛称は、皆さんの投票で決定します。ご応募いただいた６９５点の中から選考された５点のうち、中山間地域のイメージに合う

もの、中山間地域をより身近に感じられるもの「１つ」に投票をお願いします！
※中山間地域：天竜区及び浜名区引佐町北部

愛称候補： 「いなてん」 「オクハマ」 「サトハマ」 「はまさと」 「はまのもり」
投票期間：令和７年１２月１９日（金）～令和８年１月２０日（火〉

投票方法：ＵＲＬ：https//logoform.jp/form/Savd/1323796

ＱＲコード⇒標準カメラアプリでの読み取り（QRコードにカメラを向けて黄色のところを押す）

※QRコードは、株式会社デンソーウェーブの登録商標です。
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熊幼稚園

１月２０日（火）午前１０時～１１時 ☆未就園児（０歳～２歳）のお子さん！

持ち物：水筒・帽子 ※暖かい服装でお越しください！

１月の「ひよこの日」

１２月６日に「若杉発表会」が行われました。大好きな絵本『てぶくろ』のお話を３人の子供たちと職員

で演じました。当日を迎えるまでに、年長児を中心に「何が必要か？」「どのようにやるといいのか？」な

どを考えました。ちょっぴりドキドキしていた子供たちですが、一人一人が自分の役になりきりながら、

日々の遊びの中で楽しんできた様子を見ていただくことができました。会場にお越しいただいた皆様、

ありがとうございました。

さて、年が明け２０２６年がスタートしました。令和７年度も残り３か月です。

進級・就学に向け、３学期も元気いっぱい過ごしたいと思います。本年もよろしくお願いいたします。

☆くんまの里（１１月下旬と１２月上旬）のトピックス

熊地区社会福祉協議会

健康講演会 【１１月２６日】

～『演題』 認知症と人生会議手帳～

～ようこそ縄文時代へ～
【１２月６日】

ヒラシロ遺跡講座
【１２月１０日】歳末慰問事業

手づくり料理でよいお年を！

【１１月２３日】
ＮＰＯ法人 夢未来くんま

秋の棚田を歩こう！

畔の草刈りをするための、石積みの一部が突起した

「渡石」は、他所ではあまり見られない造りです。

あたご診療所

の上野山院長

から、認知症の

予防や家族と

の話し合いの重

要性について

学びました。

今年も

豪華な

“ごっつお”

を配達

しました。

熊地域の

観光資源

としての

ヒラシロ遺

跡公園の

活用方法

について

話し合い

ました。

若杉発表会楽しかったよ！


